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一般会計予算  49億8000万円

特  別  会  計

国民健康保険特別会計 ８億1158万円

診療所特別会計 　　8215万円

介護保険特別会計 ８億5154万円

後期高齢者医療特別会計 １億4536万円

温泉開発事業特別会計 6971万円

公営企業会計
上水道事業会計（収益的・資本的支出計） ３億8279万円

下水道事業会計（収益的・資本的支出計） ６億 335万円

特別会計　合計 29億4648万円

昨年のプレミアム商品券

5. 果樹産地維持発展のため従来の認定農業者に加え
小規模農家に対する機械等購入など … 582万円

農業用段ボール箱購入補助（新規デザイン箱）100 円／箱

7. プレミア商品券発行事業（プレミアム率30％） … 3900万円

物価高騰対策事業（商工会の商品券発行）

8. 包括業務委託料 … １億 3,500万円

YOU游ランドなどの業務委託

9. 水道料金基本料の減免 … 1500万円

物価高騰対策でＲ７年度１期分、Ｒ８年度５期分

6. 村政施行70周年記念事業 … 2550万円

10 月 11 日村政施行 70 周年記念式典（高山中学校体育館）など
（４つの基本方針）歴史と文化を知る、郷土への愛着と誇り、一
体感の醸成、村の魅力発信

見 本

特別会計 · 公営企業会計予算
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1. 村営住宅整備事業（定住支援室）…１億3021万円

移住者や若者の村内定住の契機とするため、以前の村診療所跡
地に１DKの集合住宅６戸を建築します。

2. 多子世帯の保育料を軽減 … 43万円

一時保育を利用する多子世帯の保育料軽減（第２子半額、第３子無料）

3. 災害対策事業（総務課）… 9500万円

防災拠点になる施設整備のための用地購入し、防災対策を進める。
飲料水 · 防火推理確保のため、耐震性のある水利施設を整備し、
災害発生時に備えます。

4. 活性化施設整備基本構想策定委託料 … 2000万円

農産物 · 特産物の販売拠点施設の基本構想の研究を委託

村営アパート建設に  
1億3000万円

令和８年度はこんなことに使われます
議会費
65,994（1.3％）

予備費
9,000（0.2％）

総務費総務費
824,637824,637

（16.6％）（16.6％）

村税村税
741,814741,814

（14.9％）（14.9％）

村債村債
578,000578,000

（11.6％）（11.6％）

諸収入等諸収入等
795,593795,593

（16.0％）（16.0％）

地方交付税地方交付税
1,904,0001,904,000

（38.2％）（38.2％）

民生費民生費
1,110,3321,110,332

（22.3％）（22.3％）

衛生費衛生費
350,207350,207

（7.0％）（7.0％）

地方譲与税等地方譲与税等
239,353239,353

（4.8％）（4.8％）

国庫支出金国庫支出金
417,493417,493

（8.4％）（8.4％）

県支出金県支出金
303,747303,747

（6.1％）（6.1％）

土木費土木費
799,306799,306

（16.1％）（16.1％）

消防費消防費
323,266323,266

（6.5％）（6.5％）

教育費教育費
444,595444,595

（8.9％）（8.9％）

公債費公債費
400,184400,184

（8.0％）（8.0％）

商工費
255,150

（5.1％） 農林水産業費
385,270

（7.7％）

労働費
12,059（0.3％）

歳 出 歳 入

単位：千円単位：千円

依存財源依存財源
3,442,5933,442,593

（69.1％）（69.1％）

新
規

新
規

新
規

診療所東側に集合住宅

防災拠点になる旧山田共撰所

自主財源自主財源
1,537,4071,537,407

（30.9％）（30.9％）
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予算決算常任委員会予算決算常任委員会
　３月９日から 12 日まで令和８年度予算を集中審議するた
め予算決算常任委員会を開き、所管課ごとに細部説明を受け、
各委員から質疑、意見、要望などを受けながら慎重に審査を
行いました。
　主な質疑と答弁は以下の通りです。

総　

務　

課

問　

包
括
業
務
委
託
の
実
施
に

あ
た
り
、
職
員
の
異
動
は
あ
る

の
か
。
優
秀
な
人
材
が
村
外
の

施
設
に
異
動
し
て
し
ま
う
こ
と

は
な
い
か
。

答　

委
託
す
る
施
設
間
で
、
不

足
す
る
人
材
の
と
こ
ろ
へ
ス

ポ
ッ
ト
的
に
入
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
村
外

へ
の
異
動
は
な
い
。

問　

中
原
に
用
地
を
購
入
し
て

飲
料
水
を
兼
ね
た
防
火
水
槽
を

つ
く
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
用

地
の
購
入
や
進
め
方
は
。

答　

旧
山
田
共
撰
所
を
更
地
で

購
入
す
る
。（
面
積3,283.28m2

。）

用
地
購
入
費
に
５
，
０
０
０
万

円
、
防
火
水
槽
設
置
に
４
，
５

０
０
万
円
を
見
込
む
。
令
和
８

年
度
中
に
１
０
０
ｔ
を
貯
水
で

き
る
地
下
タ
ン
ク
を
整
備
す
る
。

上
屋
は
次
年
度
以
降
、
村
の
防

災
拠
点
の
一
つ
と
し
て
皆
さ
ん

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

建
設
水
道
課

問　

役
場
か
ら
下
っ
た
先
で
、

高
山
大
橋
か
ら
来
る
道
路
と
の

交
差
点
で
の
事
故
が
多
発
し
て

い
る
。
以
前
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

が
あ
っ
た
が
一
時
停
止
の
み
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
事
故
抑
制

の
た
め
の
何
か
新
た
な
対
策
は
。

答　

高
山
大
橋
側
か
ら
出
て
く
る

車
が
一
時
停
止
を
し
な
い
ケ
ー
ス

が
多
い
。
立
て
看
板
で「
止
ま
れ
」

を
強
調
し
て
い
る
が
そ
れ
で
も
事

故
が
多
い
。
県
道
側
も
ス
ピ
ー
ド

抑
制
な
ど
の
対
策
を
建
設
事
務
所

へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。
村
道
側

も
何
が
で
き
る
の
か
研
究
し
て
い

き
た
い
。

問　

基
本
計
画
の
策
定
を
委
託

し
、
経
営
戦
略
を
立
て
る
と
の

こ
と
だ
が
、
来
年
度
の
水
道
料

金
改
定
も
視
野
に
入
れ
て
い
る

の
か
。

答　

令
和
７
・
８
年
度
で
議
論

を
す
る
た
め
の
資
料
を
作
成
し
、

令
和
９
年
度
以
降
料
金
改
定
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
計
画
を
し

て
い
る
。

問　

全
国
的
に
雨
不
足
が
続
い

て
お
り
、
夏
場
の
水
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
が
、
高
山
村
の
場
合

は
い
か
が
か
。

答　

本
村
の
水
源
は
表
流
水
が

多
く
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
い
。

基
本
計
画
の
中
で
水
不
足
に
対

応
す
る
た
め
に
新
た
な
水
源
の

確
保
が
必
要
な
の
か
検
討
し
て

い
く
。

産
業
振
興
課

問　

山
田
牧
場
に
つ
い
て
第
１

牧
場
は
株
式
会
社
山
田
牧
場
、

第
２
・
第
３
牧
場
は
こ
れ
ま
で

牧
夫
を
や
っ
て
い
た
方
に
貸
し

出
す
と
い
う
話
だ
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
者
か
ら
今
後
の
計
画

は
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

第
１
牧
場
の
株
式
会
社
山

田
牧
場
か
ら
は
事
業
計
画
書
を
、

第
２
・
３
牧
場
は
現
牧
夫
か
ら

収
支
計
画
書
を
出
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て

土
地
を
貸
し
付
け
る
方
針
と
判

断
し
た
。

問　

奥
山
田
温
泉
に
つ
い
て
令
和

９
年
度
以
降
の
維
持
管
理
を
ど
う

す
る
か
。
今
後
方
針
を
決
め
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
。

答　

早
い
段
階
で
温
泉
組
合
の

皆
さ
ん
と
も
話
し
合
っ
て
い
く
。

や
め
る
と
い
う
選
択
肢
は
排
除

し
て
話
を
し
た
い
。

定
住
支
援
室

問　

中
原
地
区
に
村
営
住
宅
を

整
備
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今

後
ど
の
様
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

医
師
住
宅
敷
地
の
南
側
に

木
造
２
階
建
て
の
１
棟
６
戸
の

ア
パ
ー
ト
を
建
設
す
る
。
住
宅

供
給
公
社
で
設
計
及
び
施
工
し

た
も
の
を
公
社
か
ら
買
い
取
る
。

問　

空
き
家
バ
ン
ク
を
介
さ
ず

中
古
住
宅
を
購
入
し
、
内
装
を

リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
入
居
す
る
若

い
方
が
増
え
て
い
る
。
何
か
補

助
金
の
対
象
に
な
る
も
の
を
逃

し
て
い
な
い
か
。

答　

若
者
中
古
住
宅
の
補
助
金
対

象
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
契
約

書
が
申
請
時
に
必
要
に
な
る
。
登

記
の
完
了
を
も
っ
て
事
業
の
完
了

と
す
る
の
で
、
次
年
度
対
象
と
な

る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

住
民
税
務
課

問　

猫
の
避
妊
手
術
助
成
に
つ

い
て
、
長
野
市
は
野
良
猫
の
不

妊
・
去
勢
手
術
に
対
す
る
補
助

金
制
度
が
充
実
し
て
い
る
。
本

村
と
他
の
自
治
体
と
の
差
は
。

答　

補
助
金
は
須
高
獣
医
師
会

と
の
兼
ね
合
い
で
足
並
み
を
揃

え
て
い
る
。
本
村
は
予
算
の
範

囲
内
で
受
け
付
け
て
い
る
が
、

小
布
施
は
「
年
１
回
ま
で
」、
須

坂
は
「
上
限
額
あ
り
」
と
運
用

が
異
な
る
。

教
育
委
員
会

問　

給
食
材
料
費
の
単
価
引
き

上
げ
を
行
う
と
の
事
で
あ
る
が
、

引
き
上
げ
額
と
引
き
上
げ
た
分

で
質
の
確
保
は
で
き
る
か
。
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４日間にわたり集中審議４日間にわたり集中審議
「新年度より実施する民間への包括業務委託など質疑」「新年度より実施する民間への包括業務委託など質疑」

答　

１
食
当
た
り
小
学
校
低
学

年
は
こ
れ
ま
で
３
１
０
円
が
３

２
７
円
に
な
り
、
高
学
年
は
３

２
０
円
か
ら
３
３
７
円
、
中
学

生
は
３
５
０
円
か
ら
３
６
７
円

と
い
う
こ
と
で
、
全
て
17
円
の

単
価
の
ア
ッ
プ
を
し
た
。
も
し

不
足
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
補
正

で
対
応
す
る
。

問　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
対
し

県
内
の
多
く
の
自
治
体
が
独
自

の
利
用
料
助
成
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
高
山
村
も
運
営
補
助
な

ど
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

答　

須
坂
市
に
は
補
助
制
度
が

あ
る
。
近
隣
で
差
が
出
な
い
よ

う
須
坂
市
と
同
条
件
で
考
え
る

が
、
色
々
と
情
報
を
得
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

問　

文
化
財
候
補
を
文
化
財
と

す
る
の
は
難
し
い
と
以
前
聞
い

た
。
そ
の
後
、
話
し
合
い
な
ど

経
過
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

文
化
財
保
護
委
員
会
を
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
開
催
し
て
こ
な

か
っ
た
。
要
望
が
あ
る
の
で
今

後
開
催
し
た
い
。

問　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
つ
い

て
、
教
科
書
の
改
訂
が
令
和
12

年
度
以
降
順
次
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
論

議
始
ま
っ
て
い
る
か
。

答　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
紙
と
の
使
い
分

け
や
教
員
用
と
し
て
の
利
便
性

な
ど
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
有

効
性
を
探
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
整
理
し
、
現
場
の
意
見
を

反
映
さ
せ
な
が
ら
、
議
論
を
し

つ
つ
進
め
て
い
き
た
い
。

健
康
福
祉
課

問　

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
は

具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
を
す
る

の
か
。

答　

令
和
８
年
度
は
試
行
的
に
実

施
し
、
職
員
数
を
限
定
し
て
業
務

を
開
始
す
る
。
セ
ン
タ
ー
に
は
心

理
士
、
社
会
福
祉
士
、
保
健
専
門

職
な
ど
を
配
置
し
、
ま
ず
は
相
談

業
務
か
ら
着
手
す
る
計
画
。
特
に

虐
待
対
応
や
療
育
支
援
が
必
要
な

児
童
へ
の
対
応
を
通
じ
て
、
今
後

の
運
用
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

最
適
な
体
制
や
人
員
配
置
を
検
討

し
て
い
く
。

問　

診
療
所
の
診
療
時
間
が
変

更
に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
内
容
は
。

答　

４
月
１
日
か
ら
、
午
後
の

診
療
開
始
時
間
を
３
時
か
ら
２

時
に
変
更
し
、
診
療
時
間
を
１

時
間
拡
大
す
る
。
往
診
が
減
っ

た
た
め
、
毎
日
往
診
し
て
い
た

と
こ
ろ
を
水
曜
日
に
集
約
し
た
。

予
算
　
総
括
質
疑

令
和
８
年
度

  

一
般
会
計
予
算

山
嵜
委
員

問　

令
和
７
年
度
に
１
，
０

０
０
万
円
で
「
子
育
て
応
援

基
金
」
を
創
設
し
た
が
適
切

と
考
え
る
か
。
ま
た
来
年
度

は
有
効
に
生
か
さ
れ
る
の
か
。

藤
沢
村
長

答　

令
和
７
年
度
は
物
価
高

対
策
と
し
て
、
国
の
お
金
や

市
の
貯
金
を
使
い
、
子
育
て

世
帯
へ
商
品
券
を
配
布
し
た
。

来
年
度
も
更
に
子
育
て
支
援

を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

山
嵜
委
員

問　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
入
浴
料
を
１
０
０
円
か
ら

２
０
０
円
に
値
上
げ
す
る
の

で
は
な
く
、
社
会
福
祉
協
議

会
へ
の
指
定
管
理
費
を
増
や

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

藤
沢
村
長

答　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

人
件
費
や
経
費
な
ど
を
含
め

て
運
営
費
を
計
算
し
て
い
る
。

た
だ
最
近
の
物
価
高
で
運
営

が
厳
し
く
な
っ
て
き
た
た
め
、

負
担
に
な
り
す
ぎ
な
い
程
度

に
値
上
げ
を
し
た
。

令
和
８
年
度

  

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

山
嵜
委
員

問　

子
育
て
支
援
は
重
要
だ

が
、
そ
の
財
源
を
医
療
保
険

料
に
上
乗
せ
す
る
手
法
に
は

疑
問
を
感
じ
る
。

藤
沢
村
長

答　

近
年
に
お
け
る
少
子
化

や
人
口
減
少
の
進
行
が
加
速

す
る
中
、
子
育
て
世
帯
を
社

会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
と

し
て
の
施
策
で
あ
る
。
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子
ど
も
の
均
等
割
は
廃
止
を

湯
本　

辰
雄  

議
員

　

子
ど
も
や
子
育
て
世
帯
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
仕

組
み
と
し
て
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」
が

開
始
さ
れ
る
。「
本
来
一
般
税
制
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
」

も
の
で
あ
る
、
医
療
保
険
料
に
上
乗
せ
さ
せ
て
徴
収
に

強
い
憤
り
を
持
つ
。

　

子
ど
も
の
数
が
多
い
ほ
ど
負
担
が
引
き
上
が
る
均
等

割
は
、
廃
止
を
目
指
し
な
が
ら
、
早
期
に
減
免
措
置
を

求
め
る
。

賛
否
が
分
か
れ
る

討
論

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

反 

対
広
域
化
の
中
で
の

「
適
正
か
つ
安
定
的
な
運
営
」

藤
沢　

和
人  

議
員

　

県
と
の
連
携
に
よ
り
、
将
来
的
な
負
担
の
急
増
を
抑

え
る
た
め
の
緩
和
措
置
や
基
金
の
活
用
が
適
切
に
図
ら

れ
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」
に
つ
い
て
は
、
制
度

改
正
に
伴
う
事
務
経
費
や
賦
課
体
系
の
変
更
に
的
確
に

対
応
し
て
い
る
。

　

低
所
得
世
帯
に
対
す
る
法
定
軽
減
措
置
や
、
独
自
の

保
健
事
業
と
し
て
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
や
重
症
化
予

防
指
導
な
ど
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

賛 

成

賛 

成

　

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
・
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
８
千
５
２
８
万
円
を
追
加
し
、
総
額
59
億

１
千
６
７
１
万
円
と
な
り
、
賛
成
全
員
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

歳　

入

　

村
税
の
追
加
５
千
４
８
０
万
円

　

交
付
税
の
追
加
９
千
７
８
０
万
円

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
追
加
３
千
万
円

歳　

出

　

３
階
議
場
の
空
調
設
備
に
４
千
７
１
９
万
円
、

　

ワ
イ
ナ
リ
ー
増
設
補
助
３
千
万
円
、

　

蕨
温
泉
源
泉
掘
削
入
札
差
金
で
３
千
１
４
２
万
円
の
減

３
階
議
場
に
空
調
設
備
を
設
置
し
ま
す４千

７
１
９
万
円

　

こ
れ
ま
で
議
場
に
は
ク
ー
ラ
ー

が
な
く
、
扇
風
機
で
暑
さ
を
凌
い

で
い
ま
し
た
が
、
30
度
を
超
え
る

と
き
も
あ
り
暑
さ
対
策
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

（
空
調
機
器
の
設
置
場
所
、
台
数

な
ど
を
精
査
し
経
費
の
縮
減
に
も

努
め
て
い
き
ま
す
。役
場
総
務
課
）

順
調
に
源
泉
の
掘
削
工
事
が
進
む
蕨
温
泉

　

源
泉
掘
削
工
事
の
入
札

の
結
果
、
当
初
の
予
定
価

格
よ
り
３
千
１
４
２
万
円

削
減
と
な
り
、
工
事
総
額

は
２
億
６
千
８
５
８
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
層
の
子
育
て
支
援
が
必
要

山
嵜　

秀
治  

議
員

　

国
保
の
子
ど
も
の
均
等
割
り
、
子
ど
も
の
数
が
多
け

れ
ば
多
い
ほ
ど
国
保
税
が
高
く
な
る
、
こ
ん
な
制
度
は

止
め
る
べ
き
。
保
育
園
で
園
児
に
炊
き
立
て
の
温
か
い

美
味
し
い
ご
飯
を
提
供
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
高
校
生

へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
補
助
も
検
討
す
べ
き
。

　

高
齢
の
方
の
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
補
助
も
実
現

す
べ
き
だ
。

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
が
１
０
０
円
か
ら

２
０
０
円
に
、
学
校
施
設
の
照
明
使
用
料
等
も
２
５
０

円
か
ら
３
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
。
公
民
館
も
冷
暖
房

料
が
免
除
さ
れ
な
く
な
り
反
対
す
る
。

　

村
は
、
国
の
悪
政
の
防
波
堤
と
な
り
、
村
民
に
寄
り

添
い
、
安
心
と
希
望
の
持
て
る
村
政
と
な
る
こ
と
を
求

め
る
。

地
域
の
未
来
を
切
り
拓
こ
う
と
す
る

意
志
が
明
確

髙
井　

央
葉  

議
員

　

移
住
・
定
住
施
策
と
し
て
、
１
Ｄ
Ｋ
集
合
住
宅
整
備

に
約
1
億
３
千
万
円
は
、
非
常
に
意
義
深
い
。

　

農
産
物
・
特
産
品
の
販
売
拠
点
と
な
る
施
設
の
基
本

構
想
策
定
に
２
千
万
円
は
、
地
域
産
業
の
振
興
に
向
け

た
重
要
な
一
歩
。
農
業
の
持
続
と
地
域
経
済
の
活
性
化

に
直
結
す
る
も
の
で
、
そ
の
効
果
に
大
い
に
期
待
す
る
。

　
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
」
や
「
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
利
用
料
補
助
金
」
な
ど
、
子
ど
も
支
援
や
子
育

て
支
援
の
分
野
に
お
い
て
も
、
き
め
細
や
か
な
施
策
が

盛
り
込
ま
れ
た
。

　

令
和
８
年
度
は
村
政
70
周
年
と
い
う
節
目
の
年
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
村
の
魅
力
を
内
外
に
発
信
す
る

好
機
で
も
あ
り
、
高
山
村
へ
の
関
心
と
交
流
が
一
層
深

ま
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

反 

対

３
階
議
場
に
空
調
設
備
を
設
置

４
千
７
１
９
万
円
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議案に対する各議員の賛否結果（○賛成 /●反対）

議　　　　案　　　　名 表決
結果

藤
沢
和
人

篠
原
尚
光

沖
島
祥
介

勝
山
正
弘

滝
澤　

聖

黒
岩
清
道

湯
本
辰
雄

西
原
澄
夫

山
嵜
秀
治

髙
井
央
葉

梨
本　

進
承
認

第１号　専決予算の求めることについて（令和７年度高山村一般会計補正予算（第６号））
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：衆議院選挙の経費確定に伴う承認

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

案

第 10 号　長野広域連合規約の変更について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：養護老人ホーム及び特別養護老人ホーム規約の一部改正

第 11 号　高山村宿泊税市町村交付金基金条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：県が徴収した宿泊税の一部を基金に積み立てるための条例設置

第 12 号　高山村特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：こども誰でも通園制度の施行に伴う新規条例措置、本村は該当施設はありません

第 13 号　課及び室設置条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：ふれあい号の担当課が健康福祉課から総務課に変更するための条例改正

第 14 号　高山村行政手続条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：「聴聞」や「弁明の機会の付与」といった重要な通知に加え、インターネッ

トでの公表を可能とするもの
第 15 号　印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：NTT など電話通信会社に関する法律の一部改正に伴う、村条例に規定する法
律の引用箇所を修正するもの

第 16 号　奨学資金貸付基金の設置、管理、貸付及び処分に関する条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：これまで高等学校や大学などが対象であったが、新たに専修学校の高等課程

や専門課程も対象に加えるもの
第 17 号　高山村立学校の使用に関する条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◦ ○ ◦ ○概要：小中学校の体育館の使用料の見直しと中学校体育館の冷暖房使用料を新たに
加えるもの

第 18 号　高山村公民館条例の一部を改正する条例
可決 ○ ◦ ○ ○ ○ ○ ◦ ○ ◦ ○概要：公民館のホール名勝変更や会議室など使用料を見直すもの

第 19 号　高山村社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◦ ○ ◦ ○概要：中山地区にある、ふるさとセンターの照明等使用料及び夜間照明施設の使用料を見直すもの

第 20 号　高山村特定乳児等通園支援事業の設置及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：上記事業の一部改正する内閣府の施行に伴う、村条例の文言等を整理するもの

第 21 号　高山村老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◦ ○ ◦ ○概要：温泉施設などの料金を見直すもの

第 22 号　高山村介護保険条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：税制改正の影響により、介護保険料が増える場合がある為、令和８年度に限

り保険料を軽減する特例を設けるもの
第 23 号　高山村運動広場等の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◦ ○ ◦ ○概要：高井トレーニングセンターのコート及び照明使用料を見直すもの
第 24 号　高山村条坊団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：非常勤消防団員等及び消防作業従事者等の損害補償基礎額の引き上げなど
第 25 号　高山村高齢者福祉センター指定管理者の指定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：高山村社会福祉協議会に委託するもの
第 26 号　高山村デイサービスセンター指定管理者の指定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：高山村社会福祉協議会に委託するもの
第 27 号　高山村障害者等共同作業所指定管理者の指定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：高山村社会福祉協議会に委託するもの
第 28 号　高山村フラワーセンター指定管理者の指定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：高山村社会福祉協議会に委託するもの
第 29 号　辺地に係る総合整備計画について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：蕨温泉の源泉採掘など予算額の変更を行うもの
第 30 号　令和７年度高山村一般会計補正会計予算（第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 31 号　令和７年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 32 号　令和７年度高山村診療所特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 33 号　令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 34 号　令和７年度高山村後期高齢者医療特別補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 35 号　令和７年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 36 号　令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 37 号　令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 38 号　令和８年度高山村一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◦ ○ ◦ ○
第 39 号　令和８年度高山村国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◦ ○ ◦ ○
第 40 号　令和８年度高山村診療所特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 41 号　令和８年度高山村介護保険等別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 42 号　令和８年度高山村後期高齢者特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 43 号　令和８年度高山村温泉開発事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 44 号　令和８年度高山村上水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 45 号　令和８年度高山村下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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①
令
和
８
年
４
月
か
ら
の
社

協
で
の
訪
問
介
護
事
業
は
再
開
で

き
る
の
か
。②
再
開
す
る
場
合
、
県

許
可
な
の
か
、
そ
れ
と
も
村
の
許

可
に
よ
る
の
か
。村
許
可
で
の
場

合
不
利
に
な
る
こ
と
は
な
い
の

か
。③
社
協
職
員
の
待
遇
改
善
が

必
要
で
な
い
か
。

村　

長

　

①
社
協
で
の
４
月
の
再
開
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。②
村

の
規
則
を
定
め
対
応
し
て
い
く
。

こ
れ
で
事
業
所
や
利
用
者
の
不
利

益
と
な
る
こ
と
は
な
い
。③
国
の

処
遇
改
善
を
反
映
さ
せ
、
賃
金
の

底
上
げ
を
図
る
。

山
田
牧
場
の
今
後
は

　
　

山
田
牧
場
組
合
が
解
散
で

「
組
合
」
で
の
放
牧
事
業
は
行
わ

れ
な
い
。今
後
の
活
用
方
針
を
問

う
。村　

長

　

第
１
牧
場
は
「
株
式
会
社
山
田

牧
場
」
に
貸
し
付
け
、
第
２
・
３

牧
場
は
、
現
山
田
牧
場
の
牧
夫
に

問問

　
　

村
営
温
泉
で
は
、
12
／
29
か

ら
１
／
３
、
営
業
時
間
を
９
時
～

午
後
６
時
に
、
１
日
及
び
２
日
の

休
業
日
を
設
定
。

　

12
／
29
午
後
５
時
、
大
湯
は
20

人
以
上
が
入
場
。12
／
31
蕨
温
泉

で
は「
芋
を
洗
う
」
状
態
、
帰
ら
れ

た
人
も
い
る
。

①
営
業
時
間
を
変
更
し
た
理
由

は
。

②
苦
情
は
あ
っ
た
か
。

③
今
年
は
見
直
し
を
さ
れ
た
い
。

産
業
振
興
課
長

①
以
前
わ
ら
び
温
泉
と
大
湯
で
、

時
間
帯
別
利
用
者
数
を
調
査
。12

／
29
～
１
／
３
の
朝
９
時
ま
で
は

14
・
６
％
、
９
時
か
ら
６
時
ま
で

は
74
・
７
％
、
夕
方
６
時
以
降
は

10
・
７
％
。年
末
年
始
は
増
加
す

る
が
、
朝
と
夜
は
減
少
。働
き
方
の

向
上
と
経
費
削
減
の
た
め
、
大
幅

な
見
直
し
を
行
っ
た
。

②
苦
情
は
聞
い
て
い
な
い
。

③
職
員
の
処
遇
改
善
も
尊
重
。本
年

度
を
基
本
と
し
、不
便
を
か
け
る
こ

と
の
な
い
様
に
し
て
い
き
た
い
。

問

安心の介護体制を
作ってほしい

年末年始も
ゆっくり入浴したい

利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
適
切
と

考
え
て
い
る
。

ふ
ら
ん
病
対
策
は

　
　

り
ん
ご
の
ふ
ら
ん
病
の
現
状

は
ど
の
よ
う
か
。今
後
の
対
策
を

ど
う
進
め
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長

　

経
営
面
積
の
拡
大
や
生
産
者
の

高
齢
化
な
ど
で
、
発
生
が
増
加
傾

向
で
被
害
が
多
く
確
認
さ
れ
て
い

る
。８
年
度
で
は
、「
ふ
ら
ん
病
発

生
状
況
の
把
握
」
や
「
病
斑
の
適

切
な
削
り
取
り
の
推
進
」「
削
り

取
り
部
位
の
再
発
状
況
調
査
」
な

ど
を
実
施
す
る
。県
及
び
農
協
と

連
携
し
て
事
業
の
推
進
を
図
る
。

問

補
聴
器
購
入
に
補
助
を

　
　

高
齢
難
聴
者
の
皆
さ
ん
が
、

社
会
参
加
の
た
め
に
補
聴
器
を
購

入
さ
れ
て
も
、
村
で
は
国
の
支
給

制
度
対
象
外
の
人
に
は
、
補
聴
器

購
入
費
へ
の
助
成
は
な
い
。

　

全
国
で
は
助
成
制
度
実
施
自
治

体
が
６
２
２
、
県
内
で
も
飯
山
市

な
ど
33
市
町
村
が
制
度
化
し
て
い

る
。

　

本
村
で
も
、
補
聴
器
購
入
費
へ

の
助
成
を
求
め
る
。

村　

長

　

村
で
は
身
体
障
害
者
手
帳
を
所

持
さ
れ
、
国
の
補
装
用
具
費
支
給

制
度
を
15
名
が
受
給
さ
れ
て
い

る
。

　

数
値
に
よ
り
客
観
的
な
判
断
を

行
い
、
高
齢
者
施
策
の
充
実
の
た

め
、
支
援
は
必
要
と
考
え
る
。先
進

地
を
調
査
し
、
前
向
き
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問

山山
やまやま

嵜嵜
ざきざき

  秀秀
しゅうしゅう

治治
じじ

  議員議員

湯湯
ゆゆ

本本
もともと

  辰辰
たつたつ

雄雄
おお

  議員議員

一般質問の
YouTube ページが
表示されます。

一般質問の
YouTube ページが
表示されます。

問   訪問介護事業所の再開は
答   ４月再開で準備している

問   年末年始営業の見直しを
答   本年度を基本とする

山田温泉大湯

社協事務所があるチャオル

一 般 質 問一 般 質 問
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観
光
協
会
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
高
山
タ
カ
オ
」
が
人
気
に
な
っ

て
き
て
い
る
。メ
デ
ィ
ア
に
登
場

す
る
機
会
も
増
え
て
い
る
中
で
、

タ
カ
オ
君
を
村
と
し
て
も
し
っ
か

り
と
『
推
し
活
』
し
て
い
く
事
が
、

高
山
村
を
更
に
Ｐ
Ｒ
出
来
る
良
い

機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

①
村
と
し
て
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
状

況
は
。

②
タ
カ
オ
君
グ
ッ
ズ
を
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
に
し
て
は
ど
う

か
。

③
福
祉
作
業
所
な
ど
に
グ
ッ
ズ
製

作
を
委
託
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長

　

令
和
３
年
に
観

光
協
会
の
正
式
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

認
定
さ
れ
、
ぬ
い

ぐ
る
み
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
は
完
売
が
続

く
な
ど
大
き
な

反
響
を
呼
ん
で

い
る
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は

問

　
　

村
奨
学
金
制
度
を
今
後
さ
ら

に
学
生
の
学
び
を
支
え
る
制
度
と

す
る
た
め
に
、
併
用
な
ど
の
拡
充

や
使
い
や
す
さ
の
向
上
を
図
る
べ

き
で
は
。

教
育
次
長

　
「
多
子
世
帯
に
関
す
る
国
の
大

学
無
償
化
制
度
」
と
の
併
用
は
可

能
で
あ
る
ほ
か
、
他
の
奨
学
金
制

度
と
の
併
用
に
つ
い
て
も
認
め
る

方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
は
専

門
学
校
も
対
象
と
す
る
。今
後
は
、

具
体
的
な
要
望
を
把
握
し
な
が
ら

社
会
情
勢
等
も
踏
ま
え
、
令
和
８

年
度
中
に
貸
付
金
額
等
の
調
査
・

研
究
を
行
い
、
よ
り
利
用
し
や
す

い
奨
学
金
制
度
と
な
る
よ
う
改
善

を
図
っ
て
い
く
。

　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
利
用
者
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
く
し
、
最
新

情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
の
運
営
方
針
は

　
　

包
括
業
務
委
託
の
始
ま
る
Ｙ

Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
の
今
後
の
運
営
方

問問

飛騨じゃねぇし！
ここは信州高山

利用者に寄り添った
施策・運用を

１
万
５
千
人
を
超
え
、広
く
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

①
村
主
催
の
行
事
や
他
自
治
体
と

の
交
流
に「
大
き
い
タ
カ
オ
」
が
参

加
す
る
な
ど
、村
と
観
光
協
会
が
相

互
に
連
携
・
協
力
し
、村
の
認
知
度

ア
ッ
プ
や
魅
力
発
信
に
努
め
て
い

く
。

②
去
る
２
月
18
日
に
返
礼
品
と
し

て
登
録
が
承
認
さ
れ
た
。村
の
特
産

品
と
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、付
加
価

値
を
付
け
て
魅
力
あ
る
返
礼
品
と

な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

③
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
ぬ
い
ぐ
る
み

は
製
造
工
程
が
複
雑
で
難
し
い
。今

後
の
グ
ッ
ズ
開
発
で
ど
の
よ
う
な

対
応
が
出
来
る
の
か
調
査
研
究
を

し
て
い
く
。

　

こ
の
他
に
、「
山
田
牧
場
の
今

後
に
つ
い
て
」
質
問
し
た
。

針
と
将
来
像
は
ど
う
描
く
の
か
。

健
康
福
祉
課
長

　

包
括
業
務
委
託
の
も
と
、
持
続

可
能
な
施
設
運
営
を
目
指
す
。

　

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
や
渓
流
広

場
の
整
備
構
想
は
、
運
営
研
究
委

員
会
や
村
民
の
意
見
を
踏
ま
え
、

段
階
的
に
進
め
る
。

　

令
和
８
年
度
で
利
用
料
の
適
正

化
や
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
の
体

制
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

　

ベ
ビ
ー
バ
ス
貸
出
は
令
和
８
年

３
月
よ
り
試
行
し
て
お
り
、
利
用

状
況
を
踏
ま
え
改
善
を
図
っ
て
い

く
。

藤藤
ふじふじ

沢沢
さわさわ

  和和
かずかず

人人
とと

  議員議員

髙髙
たかたか

井井
いい

  央央
なかなか

葉葉
ばば

  議員議員

一般質問の
YouTube ページが
表示されます。

一般質問の
YouTube ページが
表示されます。

問   「タカオ君」と共に羽ばたこう！
答   更なる連携強化で PR を行う

問   利用しやすい奨学金制度に
答   改善を図っていく

高山村の子ども達の学ぶ環境を豊かに

人気沸騰中のタカオ君

一 般 質 問一 般 質 問
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令
和
７
年
度
現
在
に
お
い

て
、
農
業
振
興
地
域
内
で
保
全
管

理
の
農
地
及
び
荒
廃
農
地
は
何
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
る
の
か
？

産
業
振
興
課
長

　

農
業
振
興
地
域
内
の
保
全
管
理

農
地
及
び
遊
休
荒
廃
農
地
は
、
１

６
２
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、

農
業
振
興
地
域
に
占
め
る
割
合
は

21
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

農
業
公
社
の
設
立
に
つ
い

て
、
す
で
に
検
討
さ
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
が
？

産
業
振
興
課
長

　

令
和
８
年
度
に
お
い
て
、
法
人

化
に
向
け
た
関
連
経
費
を
計
上
す

る
と
と
も
に
、
本
村
の
農
業
の
持

続
的
な
発
展
に
向
け
て
、
必
要
と

な
る
具
体
的
な
業
務
内
容
や
体
制

整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
参

り
た
い
。

　
　

り
ん
ご
の
モ
デ
ル
園
を
整
備

し
て
新
規
参
入
を
促
す
こ
と
、
条

件
の
良
い
り
ん
ご
の
圃
場
を
村
が

整
備
し
て
貸
し
付
け
る
な
ど
、
新

問問問

　
　

今
年
度
、
包
括
業
務
委
託
制

度
を
導
入
予
定
だ
が
、
①
「
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
②
「
行
政
コ

ス
ト
の
削
減
」
③
「
リ
ス
ク
管
理

の
向
上
」
の
具
体
的
な
内
容
は
。

副
村
長

　

①
民
間
業
者
の
専
門
的
な
知
識

や
経
験
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
。結

果
、
質
の
向
上
が
図
れ
る
。②
業
務

全
体
の
見
直
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
り

効
率
的
な
運
営
が
可
能
。人
事
管

理
、給
与
支
払
、保
健
手
続
な
ど
外

部
委
託
に
よ
り
、
政
策
立
案
業
務
、

専
門
的
な
業
務
へ
集
中
で
き
る
。

③
専
門
的
な
知
見
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、労
務
、安
全
管
理
の
強

化
が
図
ら
れ
る
。

　
　

費
用
と
履
行
期
間
、
契
約
の

更
新
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

副
村
長

　

会
計
年
度
職
員
43
名
の
人
件

費
、
管
理
料
合
わ
せ
て
総
額
１
億

３
５
０
０
万
円
で
あ
る
。

　
　

包
括
業
務
委
託
制
度
に
向
く

施
設
は
安
定
し
た
運
営
＝
維
持
管

問問問

耕作放棄地が増えない
農業振興を願う

以前より、ＹＯＵ游ランドの
活性化策を提案してきたが…

規
参
入
の
意
欲
を
駆
り
立
て
る
施

策
が
必
要
と
考
え
る
が
？

産
業
振
興
課
長

　

リ
ン
ゴ
産
地
を
次
世
代
に
継
承

し
て
い
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
な

課
題
、
本
年
度
は
県
と
連
携
し
て
、

リ
ン
ゴ
園
地
継
承
の
た
め
の
樹
園

地
円
滑
継
承
モ
デ
ル
推
進
事
業
を

実
施
し
た
。こ
の
事
業
の
成
果
を

踏
ま
え
、
新
た
な
担
い
手
へ
の
継

承
を
希
望
す
る
樹
園
地
情
報
を
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　
　

り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
の
更
な
る

評
価
を
高
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
額
を
増
や
す
た
め
の
戦
略

は
？

産
業
振
興
課
長

　

継
続
的
な
３
大
都
市
圏
で
の
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
は
じ
め
、
行

政
と
民
間
の
垣
根
を
超
え
て
、
村

民
の
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
く
。

問

理
・
点
検（
一
茶
館
、
歴
史
民
俗
資

料
館
、公
民
館
、児
童
ク
ラ
ブ
）で
、

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
は
成
果
が
で
る

運
営
＝
集
客
施
設
で
あ
り
、
指
定

管
理
者
制
度
に
向
く
施
設
で
は
な

い
か
。副村

長

　

業
務
全
体
の
効
率
化
と
組
織
運

営
の
最
適
化
を
図
る
も
の
で
、
他

の
施
設
と
共
に
包
括
業
務
委
託
制

度
導
入
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
施
設

運
営
の
効
率
化
な
ど
、
今
回
の
導

入
の
中
で
見
極
め
な
が
ら
今
後
の

導
入
の
判
断
材
料
に
し
た
い
。

　

そ
の
他
「
多
胎
児
の
支
援
に
つ

い
て
」
質
問
し
た
。

西西
にしにし

原原
はらはら

  澄澄
すみすみ

夫夫
おお

  議員議員

沖沖
おきおき

島島
しましま

  祥祥
しょうしょう

介介
すけすけ

  議員議員

一般質問の
YouTube ページが
表示されます。

一般質問の
YouTube ページが
表示されます。

問   農業公社の設立は
答   法人化に向けて検討

問   YOU 游ランドは指定管理で
答   包括業務委託の中で見極める

YOU 游ランド

蕨温泉の周辺農地が耕作放棄地にな
らないように頑張りましょう

一 般 質 問一 般 質 問
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「
山
田
牧
場
組
合
」
が
解
散

し
た
。今
後
の
「
牧
場
」
の
利
用
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
放
牧
事

業
や
観
光
事
業
の
共
存
は
困
難
で

は
な
い
か
。「
牧
場
」
の
名
称
利

用
や
牧
場
の
草
刈
り
、
奥
山
田
温

泉
の
赤
字
と
支
援
、
ス
キ
ー
場
の

リ
フ
ト
の
老
朽
化
に
よ
る
ゴ
ン
ド

ラ
等
の
新
設
や
そ
の
補
助
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、

多
く
の
課
題
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

副
村
長

　
「
牧
場
」
の
名
称
は
牛
が
い
な

く
も
、
当
面
の
間
、
使
用
し
て
い

く
。草
刈
り
は
他
の
放
牧
事
業
者

が
見
つ
か
れ
ば
継
続
を
お
願
い

し
、
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
村
で

実
施
す
る
。

　

奥
山
田
温
泉
へ
の
村
補
助
は
令

和
９
年
ま
で
特
別
会
計
で
繰
り
出

し
金
を
認
め
て
い
る
が
、
送
湯
方

法
、温
泉
の
廃
止
も
含
め
、奥
山
田

温
泉
の
将
来
あ
る
べ
き
姿
等
、
関

係
者
と
協
議
検
討
し
て
い
く
。

　

ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
に
つ
い
て

問

　
　

森
林
ス
ポ
ー
ツ
公
園
・
Ｙ
Ｏ

Ｕ
游
ラ
ン
ド
は
、
色
々
な
イ
ベ
ン

ト
は
企
画
さ
れ
て
い
る
が
、
癒
し

の
公
園
・
子
ど
も
が
遊
び
に
行
き

た
い
公
園
に
な
っ
て
い
な
い
と
感

じ
る
。

①
村
施
設
の
包
括
業
務
委
託
は
、

ど
の
様
に
進
ん
で
、
ど
の
様
に
変

わ
る
の
か
。

②
令
和
５
年
と
令
和
６
年
９
月
定

例
会
で
、
施
設
の
活
性
化
対
策
の

組
織
作
り
の
質
問
に
対
し
て
、「
子

ど
も
達
が
集
え
る
組
織
の
立
ち
上

げ
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
」
と
の
回
答
だ
が
、
そ
の
後
の

進
展
は
。

③
令
和
６
年
９
月
定
例
会
で
、
施

設
に
直
売
所
を
設
置
の
質
問
に
対

し
て
、「
総
合
的
に
研
究
し
て
参

り
た
い
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

昨
年
の
商
工
会
の
懇
談
会
の
中
で

も
、
直
売
所
や
地
域
の
特
産
品
の

販
売
所
が
ほ
し
い
と
の
話
も
あ
っ

た
。そ
の
後
の
進
展
は
。

健
康
福
祉
課
長

①
４
月
の
契
約
締
結
に
向
け
て
協

問

活性化には
ロープーウェーが必要 !!

多くの人が一層集える
公園にしてほしい

は
、
運
営
会
社
及
び
地
元
事
業
者

に
よ
る
新
設
の
動
き
が
な
く
、
村

へ
の
要
望
も
な
い
の
で
検
討
を
し

て
い
な
い
。

　

牧
場
全
体
の
活
性
化
策
と
し
て

は
、
冬
季
以
外
の
グ
リ
ー
ン
シ
ー

ズ
ン
の
観
光
客
誘
致
を
考
え
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
は
進
ん
で
い
な
い

が
、今
後
、外
国
人
観
光
客
誘
致
拡

大
を
考
え
て
い
き
た
い
。

活
性
化
の
提
案

（
ロ
ー
プ
ー
ウ
ェ
ー
の
新
設
）

　

補
助
金
等
の
活
用
で
、山
田
温
泉

ス
キ
ー
場
跡
地
か
ら
牧
場
経
由
で

笠
岳
頂
上
ま
で
ゴ
ン
ド
ラ
設
置
を

真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。野

沢
温
泉
村
の
ゴ
ン
ド
ラ
の
ミ
ニ
タ

イ
プ
で
い
い
。山
田
温
泉
や
牧
場
も

活
性
化
し
、オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
で
の

観
光
事
業
に
な
り
、設
置
期
間
も
早

く
で
き
る
。高
山
村
の
観
光
事
業
の

目
玉
に
な
る
。

議
中
で
あ
る
。民
間
事
業
者
の
専

門
的
な
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

て
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

②
新
年
度
に
お
い
て
、
組
織
の
立

ち
上
げ
を
目
指
し
て
、
関
係
団
体

や
地
域
の
皆
様
の
意
見
等
を
伺
い

な
が
ら
、
実
現
可
能
な
組
織
づ
く

り
に
つ
い
て
、
議
論
を
深
め
て
参

り
た
い
。

③
村
で
は
、新
年
度
に
お
い
て
、農

産
物
や
特
産
品
の
販
売
拠
点
と
な

る
、
活
性
化
施
設
整
備
に
向
け
た

基
本
構
想
の
策
定
を
予
定
し
て
い

る
。

勝勝
かつかつ

山山
やまやま

  正正
まさまさ

弘弘
ひろひろ

  議員議員

黒黒
くろくろ

岩岩
いわいわ

  清清
きよきよ

道道
みちみち

  議員議員

一般質問の
YouTube ページが
表示されます。

一般質問の
YouTube ページが
表示されます。

問   山田牧場の今後の考えは
答   夏場の観光客誘致を模索

問   森林スポーツ公園の活性化は
答   意見を伺いサービスの向上に

多くの人が一層集える公園にしてほしい

一 般 質 問一 般 質 問
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研修会参加で　議会 ・議員力　　　へ
１月から２月にかけて様々な講演会・研修会が開かれ、議員が参加して
議会・議員力をつけるために努めてきました。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
向
け
て

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
ど
う
防
ぐ
の
か

高
山
村
議
会
新
春
講
演
会

上
高
井
郡
町
村
議
会
研
修
会

　

１
月
16
日
午
後
３
時
よ
り
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル
に
て
高
山
村
議
会
主

催
の
新
春
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
議
員
の
ほ
か
、

村
長
を
始
め
と
し
た
村
の
職
員

や
農
業
委
員
の
方
も
参
加
さ
れ

て
講
演
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
昨
年
10
月
に
開
催
さ

れ
た
須
高
市
町
村
議
会
議
員
研

修
会
に
引
き
続
き
、
株
式
会
社

た
だ
い
ま
代
表
取
締
役
社
長
佐

藤
翼
氏
を
お
迎
え
し
、
テ
ー
マ

を
「
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

つ
い
て
」
と
し
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
高
山
村
の
農
産
物
に

つ
い
て
深
掘
り
し
た
内
容
で
し

た
。
り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
・
ワ
イ

ン
な
ど
高
山
村
に
は
自
慢
で
き

る
農
産
品
が
あ
り
ま
す
が
、
美

味
し
い
の
だ
か
ら
い
つ
か
分

か
っ
て
も
ら
え
る
と
い
っ
た
考

え
方
に
は
無
理
が
あ
る
と
言
う

事
。
そ
う
で
は
な
く
他
よ
り
も

好
き
に
な
っ
て
買
い
続
け
て
も

ら
う
こ
と
が
ブ
ラ
ン
ド
化
の
正

し
い
取
り
組
み
で
あ
り
、
そ
の

　

２
月
９
日
㈪
に
開
催
さ
れ
た

上
高
井
郡
町
村
議
員
研
修
会
で

は
、
議
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
～「
や
る
べ
き
こ
と
」と「
や
っ

て
は
い
け
な
い
こ
と
」
～
に
つ

い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
元
全
国
都
道
府
県

議
会
議
長
会
事
務
局
次
長
の
内

田
一
夫
さ
ん
で
し
た
。

　

講
師
は
「
一
般
的
に
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
と
は
、『
法
令
を
遵

守
す
る
』
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
議
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
と
は
何
か
、
議
会
活
動
、

議
員
活
動
、
私
的
な
活
動
等
に

わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
で

た
め
に
は
お
客
様
や
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
消
費

の
意
向
を
知
り
、
お
客
様
の
口

か
ら
逆
算
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と

い
う
事
で
し
た
。

　

ま
た
販
路
拡
大
に
つ
い
て
も
、

ぶ
ど
う
の
苗
木
オ
ー
ナ
ー
制
度

や
調
剤
薬
局
で
の
マ
ル
シ
ェ
実

施
、
地
域
農
産
物
と
福
祉
作
業

所
の
コ
ラ
ボ
商
品
開
発
・
販
売

な
ど
様
々
な
事
例
を
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

第
六
次
高
山
村
総
合
計
画
で

は
基
本
目
標
に
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
と
販
路
拡
大
を
施
策
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
の
講

演
は
参
加
者
に
と
っ
て
大
い
に

参
考
と
な
る
内
容
だ
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
。�

（
藤
沢
和
人
）

遵
守
す
べ
き
ル
ー
ル
を
自
覚
し

な
が
ら
、
住
民
の
負
託
に
応
え
、

公
正
公
平
に
職
務
を
行
使
す
る

こ
と
に
よ
り
、
結
果
、
議
員
と

い
う
職
業
に
対
す
る
住
民
の
信

頼
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
」
と

力
説
。

　

続
け
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
に
つ
い
て
は
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
禁
止
の
意
識
を
共
有
す
る
」

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
の
ル
ー
ル

を
作
る
」
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
他
の
議
会
に
お
け

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
実
態
調
査
の

結
果
や
議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
事
例
の
紹
介
な
ど
か
ら
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
保
護
さ
れ
た

か
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
の
課

題
等
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
「
防
止
」

す
る
か
ら
一
歩
進
ん
で
「
禁
止

す
る
」
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
、

議
員
の
自
覚
を
い
か
に
高
め
る

か
が
課
題
と
な
る
と
の
指
摘
を

受
け
、
こ
う
し
た
重
要
性
を
改

め
て
認
識
し
ま
し
た
。

�

（
山
嵜
秀
治
）
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研修会参加で　議会 ・議員力　　　へ

県
内
で
は
女
性
議
員
は
わ
ず
か
２
割

60
歳
以
上
が
７
割
に

読
み
た
く
な
る
議
会
報
を
求
め
て

議
会
運
営
研
修
会

令
和
７
年
度
ク
リ
ニ
ッ
ク
研
修
会

　

１
月
20
日
、
県
町
村
議
会
議

長
会
主
催
の
議
会
運
営
研
修
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
の

　
　

町
村
議
会
の
実
態
調
査

　

県
内
の
議
員
定
数
は
最
小
が

６
人
、
最
大
は
16
人
で
、
10
人

が
26
％
、
12
人
も
26
％
で
し
た
。

県
内
の
町
村
議
会
議
員
は
合
計

６
１
４
人
で
、
女
性
議
員
は
わ
ず

か
１
２
８
人
、
２
割
で
す
。
年

齢
構
成
で
は
70
代
が
２
５
２
人

（
41
・
０
％
）
で
最
も
多
く
、
60

代
が
１
８
９
人（
30
・
８
％
）で
す
。

本
村
で
は
70
代
が
４
人
、
60
代
５

人
、
50
代
１
人
、
40
代
１
人
で
す
。

　
「
模
擬
議
会
を
開
催
し
て
い
る

か
、
議
会
報
告
会
や
住
民
説
明

会
を
開
催
し
て
い
る
か
」
な
ど

の
質
問
項
目
も
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
誌
で
は
、
62
町
村

議
会
の
う
ち
単
独
発
行
し
て
い

る
の
が
53
議
会
、
編
集
委
員
の

任
期
は
２
年
が
最
多
で
し
た
。

　

２
月
17
日
に
行
わ
れ
た
研
修

会
に
、
高
山
村
議
会
報
編
集
特

別
委
員
会
全
員
で
東
京
都
千
代

田
区
に
あ
る
全
国
町
村
議
会
会

館
で
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

講
師
は
議
会
広
報
サ
ポ
ー

タ
ー
の
芳
野
正
明
氏
で
『
議
会

の「
見
え
る
化
」＆
住
民
と
の「
信

頼
築
く
」』
と
題
し
、
議
会
広
報

の
基
本
と
編
集
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
何
が
大
事
か
を
解

り
や
す
く
す
る
こ
と
や
、「
読
ま

れ
伝
わ
る
広
報
の
大
切
さ
」
に

つ
い
て
の
研
修
で
し
た
。
特
に

読
み
や
す
さ
、
わ
か

り
や
す
さ
、
編
集
技

術
の
追
求
に
つ
い
て

は
「
見
出
し
は
15
字

以
内
」
が
大
切
で
あ

り
、「
見
出
し
で
読
者

を
引
き
付
け
る
」、「
見

出
し
で
思
わ
ず
読
ん

で
し
ま
う
」、「
見
出

し
で
本
文
が
読
み
た

く
な
る
」、
表
記
が
大

議
会
運
営
に
つ
い
て

①
議
案
と
は
、「
地
方
自
治
体
の

意
思
を
決
定
す
る
も
の
…
条
例

の
制
定
や
予
算
の
決
定
、
決
算

の
認
定
な
ど
を
審
議
す
る
こ
と
」

と
説
明
さ
れ
ま
し
た

②
議
案
を
提
出
で
き
る
の
は
首

長
、
議
員
、
委
員
会
の
み
と
さ

れ
て
い
る
。

③
議
案
審
議
は
す
べ
て
、
１
件

ず
つ
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
湯
本
辰
雄
）

切
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

研
修
後
は
早
速
今
回
発
行
の

議
会
報
か
ら
一
般
質
問
を
含
め

「
読
み
た
く
な
る
見
出
し
」
を
つ

け
る
こ
と
や
「
写
真
を
多
く
掲

載
」
の
実
施
を
す
る
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
報
は
出
来
て
い

ま
す
か
？
〔
＊
地
域
課
題
へ
の

理
解
＊
住
民
と
の
双
方
性
＊
政

策
へ
の
関
心
・
参
加
＊
議
会
へ

の
評
価
、
認
知
〕
を
目
指
し
住

民
の
皆
様
に
読
ん
で
も
ら
え
る

紙
面
づ
く
り
を
目
標
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。�

（
滝
澤　

聖
）
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３つのコンセプト　耐震改修・長寿命化・村民のニーズに合わせる

３Ｆ　天井が高くなった講堂

２Ｆ　会議室

木のぬくもりを感じて明るくなった図書室 １Ｆ　学習室

２Ｆ　研修室 ２Ｆ　料理実習室

７月から冷暖房
使用にはコインが
必要となります。

コイン投入機器

キャノピーを設けた入口
入ってすぐは２階まで吹き抜け

新
給
水
タ
ン
ク　
見
学
し
ま
し
た

　

令
和
８
年
３
月
19
日
、
除
雪
セ

ン
タ
ー
に
て
新
し
い
給
水
タ
ン
ク

の
お
披
露
目
会
が
あ
り
参
加
し
ま

し
た
。

車
両
積
載
型
で

ス
テ
ン
レ
ス
製
の
給
水
タ
ン
ク

経　

緯

　

令
和
７
年
７
月
～
９
月　

少
雨

に
よ
り
村
内
配
水
池
水
位
減
少
の

た
め
応
急
対
応
策
を
協
議
。
既
存

の
給
水
タ
ン
ク
（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
）
は

昭
和
50
年
製
で
経
年
劣
化
が
激
し

く
、
ま
た
タ
ン
ク
内
の
臭
い
や
汚

れ
が
激
し
い
の
で
、
将
来
を
見
据

え
て
管
理
性
、
衛
生
性
に
優
れ
、

且
つ
村
が
所
有
す
る
３
ｔ
ダ
ン
プ

に
も
積
載
で
き
る
も
の
に
決
定
。

　

こ
れ
で
災
害
現
場
や
臨
時
給
水

現
場
に
も
即
対
応
可
能
。

新
給
水
タ
ン
ク
の
概
要

材　

質　

ス
テ
ン
レ
ス
製

容　

量　

１
６
７
０
リ
ッ
ト
ル

重　

量　

３
０
０
㎏

購
入
金
額

　
　

タ
ン
ク　

４
９
５
万
円

　
　

架　

台　

70
万
７
３
０
０
円

保
管
場
所

　
　

除
雪
セ
ン
タ
ー
水
道
倉
庫

納
品
日　

令
和
８
年
３
月
10
日

（
沖
島
祥
介
）

公民館リニューアル工事 完成
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議会活性化
特別委員会 「もっといい村」への作戦会議！「もっといい村」への作戦会議！

第３回議会モニター会議報告
　２月 14 日（土）、第３回目の議会モニター会議を開催しました。
　今回は、モニターの皆さんから見た「村政や議会の課題」を出し合ってもらい、そこから、「モニター
としてやってみたいこと」を考えていただきました。
　たくさんいただいたご意見を元に、令和８年度には具体的な活動を進めていきます。

モニターさんから見た「村政や議会の課題」モニターさんから見た「村政や議会の課題」
● 空き家が多い。	 ● 知名度が低い。
● 田畑が目立つ。	 ● 観光スポットにキッズスペースがない。
● 村が広いので、地区ごとの問題点が見えにくい。
● 子ども連れ、犬連れの人も楽しめる観光づくり。村民も観光客も。
● 今、村に住んでいる子ども達が大人になっても村に住み続けられる環境づくり、住み続けたいと

思える魅力づくり。
● もっと情報発信を。若い人にも届くように。
● もっと若い人も気軽に意見を出せる仕組み。二次元コードなど（匿名で）

モニターとしてやりたいことモニターとしてやりたいこと
● 観光について意見交換をする。
● アンケートフォームや SNS 等を使って、若者の声を

議会に届ける。
● 村内の課題箇所や頑張って発展しているところに

行ってみる。
● 各議員がどのようなことをやりたいのかを聞きたい。
● 若い人がどうすれば「高山村」に関心を持ってくれ

るか考える。
● 議会報を１枚新聞にしてみたら。２つのグループに分かれて、活発に意見を出し合った

今年も「議会と村づくりを語る会」「議会と村づくりを語る会」を開催します！

今年のテーマは「夢を語ろう！」
　新しくなった公民館（３階ホール）での
開催を企画しました。
　お近くの方と一緒に参加しやすいよう、
それぞれ対象ブロックを設けております
が、どちらにご参加いただいて構いません。
　当日はこの議会報「たかやま議会 153 号」

（4/25 発行）をお持ちください。

皆さんのお越しを議員一同お待ちしております！

議会から
　「課題」で情報発信の弱さや、意見を出す仕組み等があげられ、「やりたいこと」では意見交換や声を
届けるといったことを出していただきました。今後、モニターの皆さんと一緒に具体的な活動を行って
いきたいと思います。

第１・２ブロック
 ５月 10 日㈰　午前 10 時～ 11 時半
  高山村公民館３階ホール

第３・４・５ブロック
 ５月 17 日㈰　午前 10 時～ 11 時半
 高山村公民館３階ホール
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発
行
責
任
者

　

議　

長　

梨
本　
　

進

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

沖
島　

祥
介

　

副
委
員
長　

滝
澤　
　

聖

　

委　

員　

藤
沢　

和
人

　

委　

員　

湯
本　

辰
雄

　

委　

員　

山
嵜　

秀
治

　

３
月
定
例
会
は
19
日
に
閉
会

し
た
。
令
和
８
年
年
度
予
算
は

高
山
村
制
施
行
70
周
年
を
迎
え

「
か
け
が
え
の
な
い
美
し
い
村

を
か
け
が
え
の
な
い
未
来
へ
」

の
テ
ー
マ
の
中
、
幾
多
の
予
算

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
物
価
高
騰

の
中
、
施
設
利
用
料
値
上
げ
が

現
実
と
な
っ
て
き
た
。
村
財
政

へ
の
理
解
の
中
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
た
。
高
齢
者
の
方
々

に
も
是
非
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
さ
ら
に
元
気
で
長
生
き

し
て
若
者
た
ち
へ
の
生
き
字
引

と
し
て
、
助
言
や
提
言
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
滝
澤　

聖
）

問　

現
在
の
会
員
さ
ん
は
何
人

で
す
か
。

答　

８
人
で
す
。

問　

長
く
活
動
さ
れ
て
い
る
人

は
何
年
く
ら
い
で
す
か
。

答　

長
い
人
は
藤
沢
さ
ん
で
、

今
77
歳
な
の
で
28
年
に
な
り
ま

す
。
短
い
方
は
数
年
か
ら
20
年

の
方
も
い
ま
す
。

問　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
る

き
っ
か
け
は
。

答　

小
山
さ
ん　

誘
わ
れ
て
。

そ
の
他
の
方
も
同
様
で
し
た
。

藤
沢
さ
ん
は
「
若
い
こ
ろ
体
を

壊
し
、
激
し
い
運
動
が
で
き
な

く
な
っ
た
の
で
、
長
く
続
け
ら

れ
る
の
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
考

え
た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

問　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
お
も
し

ろ
さ
・
楽
し
さ
は
。

答　

皆
さ
ん
と
会
え
る
こ
と
が
、

楽
し
い
。人
と
会
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
元
気
が
も
ら
え
る
し
、
自

分
の
健
康
を
維
持
す
る
上
で
役

立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
試
合
で

勝
つ
こ
と
も
う
れ
し
い
。

問　

週
に
何
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
し
て
い
ま
す
か
。

答　

週
1
回
、
今
は
日
曜
日
に

や
っ
て
い
る
。
冬
は
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游

ラ
ン
ド
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
だ

が
、
４
月
か
ら
は
区
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
で
行
い
ま
す
。
昔
は

朝
５
時
か
ら
２
～
３
回
ゲ
ー
ム

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

問　

試
合
後
の
お
楽
し
み
は
。

答　

と
く
に
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問　

最
近
、
よ
か
っ
た
と
思
う

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

昨
年
の
大
会
で

優
勝
し
た
こ
と
で
す
。

問　

対
外
試
合
は
あ

り
ま
す
か
。

答　

選
手
権
大
会
で

勝
て
ば
行
き
ま
す
。

昨
年
は
伊
那
に
行
き
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。

思
い
出
に
な
っ
て
い

る
。

問　

大
会
の
成
績
が

（
生
活
等
に
）
影
響
し

ま
す
か
。

答　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

練
習
の
励
み
に
な
る
。

問　

今
ま
で
に
最
も
多
い
会
員

数
は
。

答　

以
前
25
人
の
こ
ろ
が
あ
っ

た
。

問　

家
族
の
応
援
は
あ
り
ま
す

か
。

答　

認
め
て
も
ら
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。

問　

困
っ
て
い
る
こ
と
や
今
後

の
目
標
は
。

答　

人
数
確
保
で
す
。
当
面
の

目
標
は
10
人
に
し
た
い
。

今
日
は
二
ツ
石
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を
訪
問
し
ま
し
た

今
日
は
二
ツ
石
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を
訪
問
し
ま
し
た

い
つ
ま
で
も
元
気
に

後列左から 深谷照男さん、深谷薫さん、藤沢次男さん、
　　　　　 布施谷敏夫さん、宮川光男さん、
前列左から 黒岩みよしさん、小山啓子さん、湯本繁子さん


